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本
市
が
、
県
内
随
一
の
米
の
生

産
量
を
誇
り
、
そ
の
名
産
地
で
あ

る
こ
と
は
多
く
の
市
民
が
分
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
米
と
並
び
、
県
内
一
の

生
産
量
を
誇
る
の
が
「
肉
用
牛
」

で
す
。
本
市
の
肉
用
牛
生
産
量

は
、
東
北
随
一
で
も
あ
り
、
年
間

４
千
頭
以
上
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
６
年
の
肉
用
牛
市
町

村
別
産
出
額
は
55
億
円
で
、
全
国

８
位
、
東
北
で
は
１
位
に
な
り
ま

し
た
。
農
家
数
約
千
戸
、
飼
育
頭

数
は
約
２
万
９
千
頭
、
県
内
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本

市
は
全
国
に
誇
れ
る
「
牛
の
里
」

な
の
で
す
。

　

本
市
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
肉
用

牛
の
多
く
は
和
牛
（
※
１
）
で
、

　第９回市畜産共進会は７月７
日、南方農畜産物集出荷場で開
かれました。共進会は、地域の
家畜改良技術や飼養管理技術の
向上と普及に努めることを目的
に毎年開催しているものです。
　今年の共進会には延べ 96 頭
が出品。上位入賞牛は県共進会
へ出品されます。
　チャンピオン賞は南方町和牛
改良組合、団体賞第１位は５年
連続で中田町和牛改良組合とな
りました。詳しい結果は次のと
おりです。
◉ ▼南方町和
牛改良組合（ひらり号／内海昇、
ちよ号／鈴木忠吉、くにひろ号
／柴崎邦明、きくひろ号／渡辺
一憲）
◉ ▼１区（若雌の１）

一
定
以
上
の
条
件
を
満
た
し
た
上

質
な
も
の
は
、
超
高
級
ブ
ラ
ン
ド

牛
肉
「
仙
台
牛
」
と
し
て
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
牛
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
黒
毛
和
種
（
※
２
）
の
中

で
、
公
益
社
団
法
人
日
本
食
肉
格

付
協
会
の
枝
肉
取
引
規
格
で
、
最

高
ラ
ン
ク
の
肉
質
Ａ
５
、
Ｂ
５
に

評
価
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
認
定
さ

れ
ま
す
。
全
国
に
名
を
は
せ
る
ブ

ラ
ン
ド
「
松
坂
牛
」
は
、
肉
質
等

級
で
の
区
分
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

等
級
５
限
定
の
銘
柄
牛
肉
は
、
全

国
で
仙
台
牛
だ
け
。
そ
の
品
質
は

国
内
最
高
峰
で
す
。
そ
の
生
産
量

の
約
４
割
を
支
え
て
い
る
の
が
登

米
産
牛
で
す
。

　

市
合
併
以
前
か
ら
の
銘
柄
牛
肉
、

仙
台
牛
、
は
さ
ま
牛
と
石
越
牛
を

＝なつしげひろ号／佐々木徳雄
（豊里町）▼２区（若雌の２）＝
ゆづる号／㈲ＮＯＡ（中田町）▼
３区（経産）＝まきほりきた号／
佐藤浩志（米山町）▼４区（繁殖
雌牛群）＝米山町和牛改良組合
（しげえいこ号／大立目敏夫、
ふじこ号／後藤正弘、まきほり
きた号／佐藤浩志、ゆりひろ号
／及川正之）▼５区（高等登録
群）＝おくひら号、よしひろ号
／㈲ＮＯＡ（中田町）▼６区（父
系群）＝南方町和牛改良組合（ひ
らり号／内海昇、ちよ号／鈴木
忠吉、くにひろ号／柴崎邦明、
きくひろ号／渡辺一憲）
◉ ▼第１位＝中田町和牛
改良組合▼第２位＝米山町和牛
改良組合▼第３位＝南方町和牛
改良組合

14
年
、
発
展
的
に
解
散
し
仙
台
牛

ブ
ラ
ン
ド
に
一
本
化
し
ま
し
た
。

全
国
で
も
有
数
の
生
産
高
を
誇
る

登
米
市
和
牛
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
た
取
り
組
み
の
成
果
が
、

早
く
も
結
果
と
し
て
現
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仙
台
牛
と
同
じ
育
て
方

を
し
な
が
ら
、
Ｃ
５
〜
Ｂ
３
と
評

価
さ
れ
た
も
の
は
「
仙
台
黒
毛
和

牛
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
霜
降
り
は

劣
る
も
の
の
味
は
ひ
け
を
と
り
ま

せ
ん
。

　

11
年
、
畜
産
農
家
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
危
機
を
迎
え
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
が

発
生
。
放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に

飛
散
し
、
そ
の
影
響
で
出
荷
規
制

や
価
格
の
暴
落
な
ど
、
先
の
見
え

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
事
態
の
収
束
に
連
れ
、
肉
牛
、

子
牛
市
場
で
の
取
引
価
格
も
徐
々

に
上
向
き
に
。
14
年
度
は
肉
牛
で

１
頭
当
た
り
約
93
万
４
千
円
、
子

牛
で
約
54
万
３
千
円
と
、
原
発
事

故
以
前
よ
り
、
高
値
で
取
引
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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牛
の
匠
た
ち

Sato　Muneo

　先月、わが家で生産された「花
はな

茂
しげ

桜
ざくら

」が県の基幹種
雄牛（※１）に認定されました。うれしかったですね。
長年の努力が実りました。花茂桜の父は、青森県を代
表する「第一花国」。肉付きや霜降り度合がとても良
い牛で、母は福島県の「とみふく（写真）」です。
　花茂桜は、肉付きが良く、総合育種価（※２）は、
県の種雄牛のスーパースター「好

よし

平
ひら

茂
しげ

」に次いで値が
高い牛です。現在、県で飼育しています。繁殖（※３）
をしている農家の皆さんから利用され、いずれは県を
代表する種雄牛になってほしいですね。
　和牛の繁殖を始めたのは 35 年ぐらい前です。当時
は、新しい産業で取り組む人がたくさんいました。繁
殖は、優秀な雄と雌を人工授精により交配させ、さら
に良い牛の生産を目指すものです。今後も牛の改良を
続けていきます。
　繁殖農家が優秀な種牛を生産することで、県内の肉
用牛の品質が上がり「登米の肉はうまい」という評判
につながると思うので、これからも頑張ります。



05 2015.9

Chiba　Masanori

日本一の牛を目指しています。仙台牛枝肉共励会で
何度かチャンピオン賞を獲得しています。
　私が家業の肥育（※１）を継いだのは、22 歳ぐら
いのときです。当時は、約 20 頭しかいませんでした
が、現在は約 450 頭います。子牛は市内産が約 90％
を占めます。市内の牛は状態や体格も良いですからね。
市内産の子牛も私の牧場の環境に合っていると思いま
す。品質の良い牛に育っていますからね。畜産業を始
めたときは、肥育の技術をどこで学べばよいのか分か
りませんでした。最初は餌が重要と思っていたので、
いろいろ試しましたが、うまく育ちませんでした。勉
強していく過程で、牛舎の環境管理が大切ということ
を学びました。昔から、牛舎に金を掛けるなと言われ
ていましたが、牛にストレスを与えないようにするこ
とも、高品質の牛をつくることにつながります。
　一般的に雄と雌の飼育方法は異なるといわれ、別々
に飼育されます。しかし、うちは、雄と雌を同じゲー
ジで飼育しています。雄だけ、雌だけだとけんかしま
すが、一緒にしてると、そういうこともありません。
人と同じで、リラックスするみたいですね。
　消費者の皆さんへ、さらにおいしい牛肉を提供する
ことは、日本一というゴールに続く道だと思いますの
で、今後もおいしい牛肉を届けていきます。

　和牛繁殖を 30 年ぐらい前から始め、個人で 50 頭ほ
ど飼育していました。しかし、畜産部門の規模拡大を
見据え、08 年に農業法人に畜産部門を設け、これま
で経営しています。現在は、繁殖母牛を約 120 頭飼育
し、種雄牛の８割は宮城県産を使用しています。県産
の中でも、登米市米山町産の好平茂が大半を占めてい
ます。地元にいるからには、地元のものを使いたいで
すからね。そしてなにより「登米市生まれ、登米市育
ち」の牛を育成したいと考えています。
　稲わらは、会社の稲作部門で取り組んでいる農薬・
化学肥料節減栽培米のものを与えています。人に優し
いコメは、牛には優しいわらになります。最終的に、
その牛をまた人が食べるのですから、最初の入り口が
肝心だと思います。登米地域は、環境保全米のわらを
肉用牛に使用しているので、より安心で安全だという
セールスポイントになると考えています。和牛日本一
を決める「全国和牛能力共進会」は、５年に一度開か
れる畜産界最大のイベント。その全共が 17 年に宮城
県で開催されます。現在、役員として、その準備に追
われています。前回大会は、九州勢が上位を独占。そ
の後九州の牛は、高値で取引されています。全共の結
果は、その後の市場にも良い結果をもたらします。日
本一になれば、登米産牛だけではなく、市全体のＰＲ
と経済効果も非常に大きなものになります。畜産農家
は、これからの２年間が正念場だと考えています。
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Chiba　Syoichi

登
米
市
は
、
本
州
一
の
肉
用
牛

生
産
地
で
す
が
、
そ
れ
を
知
っ
て

い
る
人
は
市
内
で
も
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仙
台
牛
の

知
名
度
も
ま
た
同
じ
で
す
。
そ
れ

は
、
仙
台
牛
を
味
わ
え
る
飲
食
店

が
少
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
仙
台
牛
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２
０
１
３

年
秋
に
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
仙
台
や
気
仙

沼
な
ど
か
ら
も
お
客
さ
ま
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

店
で
扱
う
肉
は
、
私
が
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
も
の
で
す
。
黒
糖

入
り
の
飼
料
を
与
え
て
い
る
の

で
、脂
の
甘
み
が
増
し
て
い
ま
す
。

最
高
級
の
味
と
品
質
を
誇
る
仙
台

牛
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
食
べ

て
、知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

Kotake　Yoji

当
店
は
、
卸
売
業
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
１
９
８
９
年
に
地
元
の

商
品
を
地
元
の
人
に
も
食
べ
て
ほ

し
い
と
思
い
、
小
売
り
業
も
開
始

し
ま
し
た
。
仙
台
牛
以
外
の
登
米

産
牛
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

今
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
地
元
産
を
扱
っ

て
い
る
こ
と
が
口
コ
ミ
で
広
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
お
祭
り
な
ど
に
参
加
し
て
、

肉
を
焼
い
て
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
の
で
。

　

登
米
産
牛
は
品
質
が
良
く
味
も

確
か
な
の
で
、
関
東
の
ホ
テ
ル
な

ど
か
ら
注
文
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
一
番
は
地
元
の
皆
さ
ん
に
食

べ
て
も
ら
い
、
登
米
産
牛
の
良
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

Interview 

　

自
宅
の
向
か
い
が
肉
屋
さ
ん

で
、
店
主
の
勧
め
で
登
米
産
牛
を

食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食

べ
始
め
て
10
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま

す
。
妻
と
２
人
、
た
ま
に
す
る
ぜ

い
た
く
で
す
ね
。

　

登
米
産
仙
台
牛
は
、
赤
身
と
脂

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
見
た
目
も

き
れ
い
で
本
当
に
お
い
し
い
で

す
。
毎
回
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
よ（
笑
）。
塩
こ
し
ょ
う

で
味
付
け
し
、
わ
さ
び
し
ょ
う
ゆ

で
食
べ
る
の
が
最
高
。
素
材
が
良

い
の
で
、
調
理
は
シ
ン
プ
ル
に
し

て
い
ま
す
。
松
坂
牛
な
ど
と
食
べ

比
べ
て
み
ま
し
た
が
、
絶
対
に
登

米
産
の
ほ
う
が
上
。
周
囲
に
も
自

信
を
持
っ
て
勧
め
て
い
ま
す
。

　

登
米
産
仙
台
牛
は
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
あ
の
品
質
な
ら
安
い

と
思
い
ま
す
。
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南方町・板倉
Sano　Kazuhiro

和
牛
の
肥
育
は
家
業
だ
っ
た
の

で
継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
、
私
が

主
と
な
り
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

飼
育
頭
数
は
和
牛
約
１
６
０
頭

で
す
。
そ
の
う
ち
市
内
産
が
６
割

で
す
。
市
内
産
の
牛
は
、
脂
の
う

ま
味
が
良
い
と
評
判
で
す
。

　

家
業
を
継
ぐ
前
は
、
市
内
の
日

高
見
牧
場
で
12
年
間
修
業
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
修
業
が
今
の
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
働
く
牛

舎
で
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

視
察
や
交
流
会
な
ど
で
情
報
交
換

し
た
方
が
、
よ
り
品
質
の
良
い
牛

を
生
産
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
も
生
産
だ
け
で
な
く
、
宣

伝
も
し
な
け
れ
ば
、
知
名
度
向
上

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
お
祭
り

や
フ
ェ
ア
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

直
接
消
費
者
に
自
分
た
ち
の
肉
を

宣
伝
す
る
こ
と
が
、
販
売
促
進
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

正
月
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
だ

け
で
も
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
登
米
の
魅
力
を
一
つ

発
見
で
き
、
地
元
を
自
慢
で
き
る

一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

全
国
に
誇
れ
る
登
米
産
牛
は
、

こ
の
ま
ち
の
財
産
。生
産
者
な
ど
、

関
係
者
た
ち
が
育
て
上
げ
て
き
た

貴
重
な
財
産
を
生
か
せ
る
か
は
、

私
た
ち
次
第
で
す
。

　

人
は
地
元
の
も
の
へ
の
愛
着
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
も
の
を
知

り
、
触
れ
る
こ
と
で
、
守
っ
た
り
、

伝
え
た
り
し
た
い
気
持
ち
が
芽
生

え
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

そ
の
魅
力
を
知
る
こ
と
。そ
れ
が
、

登
米
産
牛
を
生
か
す
第
一
歩
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ignatilin tis publici terum
 

com
antem

ove, in sensum
um

 
incepse stilicae, condees A

n 
ari, ta se, quos o Catiditium

 
atorbes orim

aio, delabis, 
urox nos, tam

dicibus? Eque 
in tere consul vo, C. Etrus 
dium

 m
enatus aperioricit? 

U
picidientis consid nos 

Catiliquem
.

R
arbis. B

it, quod faudac 
fatia virm

anum
 halate, 

vernum
enem

 liur horum
us 

９
月
12
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

乳
用
牛
の
部
98
頭
、

肉
用
牛
の
部
１
２
８
頭

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
）

畜
産
物
お
よ
び
地

場
産
品
の
即
売
、
畜
産
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど

※
販
売
品
は
、
午
前
中
に
売
り
切

れ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
畜
産
協
会

☎
０
２
２（
２
９
８
）８
４
７
３

０
２
２（
２
９
２
）５
３
９
５
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２
０
１
５
年
６
月
20
日
、
新
富
谷
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
。
ホ
ン
ダ

カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

東
北
予
選
Ｕ
―
12
。
新
田
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
の
伝
説
の
幕
が
開
け
た
。

　

予
選
２
試
合
は
連
勝
で
突
破
し
、
運
命

の
決
勝
リ
ー
グ
戦
。
３
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
、

１
位
だ
け
が
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
で
き

る
。
初
戦
の
相
手
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
Jr
・
Ｕ
―
11
は
、
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー

グ（
Ｆ
リ
ー
グ
）
最
強
を
誇
る
名
古
屋
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
関
係
者
が
指
導
す
る
県
内
屈
指

の
強
豪
。
負
け
れ
ば
終
わ
り
、
勝
て
ば
全

国
へ
の
王
手
を
か
け
ら
れ
る
大
一
番
で
の

強
豪
と
の
一
戦
。
千
葉
監
督
、
選
手
共
に

緊
張
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。
い
つ
も

ど
お
り
の
全
員
攻
撃
全
員
守
備
を
心
が
け

る
も
、
ミ
ス
が
多
く
２
―
２
の
引
き
分
け

に
終
わ
っ
た
。

　

全
国
行
き
に
は
、
２
点
差
以
上
で
の
勝

利
が
求
め
ら
れ
る
２
試
合
目
。
相
手
は
、

初
戦
同
様
Ｆ
リ
ー
グ
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙

台
関
係
者
が
指
導
す
る
ラ
モ
ス
瑠
偉
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
ス
ク
ー
ル
。
試
合
前
、
顔
色
の
な

い
選
手
た
ち
を
呼
び
寄
せ
た
千
葉
監
督
。

「
道
が
絶
た
れ
た
訳
で
は
な
い
。
い
つ
も
ど

お
り
の
プ
レ
ー
で
２
点
取
れ
ば
い
い
。
自

分
た
ち
の
最
高
の
プ
レ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し

ろ
」
と
選
手
た
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
。

　

前
半
は
決
め
手
な
く
０
―
０
。
勝
負
を

か
け
て
、
右
手
首
骨
折
で
ベ
ン
チ
に
座
る

千
葉
主
将
を
コ
ー
ト
に
送
り
込
む
。
す
る

と
、
急
に
パ
ス
が
回
り
始
め
、
千
葉
主
将

の
シ
ュ
ー
ト
で
先
制
。
勢
い
づ
い
た
Ｌ
Ｅ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
全
員
得
点
の
５
―
０
で
圧
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Zoom Up Tome 2015
Athlete

勝
、
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。
試

合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
瞬
間
、
千
葉
監

督
の
目
か
ら
熱
い
も
の
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。

「
創
設
か
ら
２
年
間
、
全
く
勝
て
ず
に
悔
し

涙
ば
か
り
流
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。
ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
諦
め
な
い
で
つ
い
て

き
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
努
力
、
支
え

て
て
く
れ
た
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
を

思
う
と
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
千
葉

監
督
。

　

８
月
１
日
に
フ
ッ
ト
サ
ル
の
聖
地
、
愛

知
県
名
古
屋
市
の
テ
バ
オ
ー
シ
ャ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
。
残
念
な

が
ら
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
た
。
し
か

し
、選
手
た
ち
は
次
を
見
据
え
て
い
る
。「
次

の
大
会
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
で
全

国
初
勝
利
を
上
げ
て
き
ま
す
」。「
新
田
に

伝
説
を
残
そ
う
」
―
。
チ
ー
ム
名
に
込
め

ら
れ
た
思
い
ど
お
り
、
一
つ
目
の
伝
説
を

記
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
一
体
で
新

た
な
伝
説
を
記
し
て
い
く
。
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　第 12 回和太鼓フェスティバル in とめ（和太鼓フェ
スティバル in とめ実行委員会主催）は 7月 11 日、登
米祝祭劇場で開催されました。
　参加した８団体は、宮城県太鼓連絡協議会に所属し
ており「宮城県太鼓連絡協議会登米連」を組織してい
ます。フェスティバルの幕開けは、同協議会が団結の
象徴としている演目「鼓

つづみ

音
ね

」。8 団体の息の合った演
奏に、観客からは割れんばかりの拍手が送られました。
その後、各団体は迫力ある太鼓の音と動きで観客を魅
了。迫町赤沼から訪れた鈴木千

ち

和
わ

子
こ

さんは「1回目か
ら見ています。昔と違い、いろいろと趣向が凝らされ
ており、毎回来るのが楽しみです」と話していました。

現在の和太鼓は、音だけではなく大きな動きもあり、観客を「耳」
だけでなく「目」でも楽しませてくれます。

　第 11 回登米市身体障害者スポーツ大会（市身体障
害者福祉協会主催）は 7月 10 日、迫体育館で開かれ、
障がい者やその家族約 180 人がスポーツを楽しみまし
た。
　バドミントンのラケットでボールを運ぶ「ビックス
プーンリレー」や輪投げをする「ＵＦＯ」、尻で風船
を割る「ケツ圧測定」などユニークな９種目で競いま
した。登米町上館の千葉みね子

こ

さんは「大会に参加す
るのは今年で５回目。毎年大会を楽しみにしています。
今日の種目で楽しかったのは「よちよちペンギン」で
す。来年もぜひ参加したいです」と語っていました。

ビニールボールを股に挟んで歩く「よちよちペンギン」。慣れ
ない歩き姿に、参加者からも観客からも笑いが起きていました。

　本年７月で開館 15 周年を迎えた石ﾉ森章太郎ふるさ
と記念館は７月 18 日、記念式典を安永寺講堂で開催
しました。式典には関係者、区長や友の会会員など約
70 人が出席し、15 周年の節目を祝いました。
　また、同日から開館 15 周年記念第 50 回特別企画展
「漫画家による仏の世界展」が始まり、多くの観客が
訪れました。栗原市若柳から訪れた森裕

ひろ

恵
え

さんは「仏
像が描かれているだけかと思っていました。しかし、
それぞれの解釈で描かれており、広がりがあり華やか
で楽しかったです」と話していました。企画展は 10
月 12 日まで開かれています。

一流漫画家が描く仏を見る来場者。皆さんご存じのキャラクタ
ーが仏となっており、見るものを楽しませていました。
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　第 10 回登米市新庁舎建設市民会議は８月６日、市
役所迫庁舎で開かれ、前回会議で示された新庁舎建設
に関する提言書の案の最終調整をしました。
　提言書の案は、同会議が平成 27 年２月から 10 回の
会議を重ねまとめられ、市民会議は今回で終了となり
ます。浅野俊

とし

委員長は「真剣に議論を重ねてまとめた
提言書には、市民の生の声が詰まっています。今後の
新庁舎建設に反映してもらえることを期待します」と
語りました。最終調整をした提言書は、近日中に布施
孝
たか

尚
ひ さ

市長に手渡される予定となっています。 より良いものにするよう、意見を交わす委員ら。市民の意見や
思いも込められ、会議は終わりを迎えました。

　老朽化により新築工事を進めていた市消防署津山出
張所が完成。開所式は７月 21 日、同所で開かれ、市
や地域住民など関係者ら約 40 人が出席し地域防災拠
点施設の完成を祝いました。
　津山町柳津谷木地内に完成した新庁舎は、鉄骨 2階
建てで床面積は 497.47 平方㍍。事業費は２億 7393 万
円です。平成 18 年度から進められた出張所整備は、
津山出張所の完成で全ての整備が完了しました。
　津山区長会長の亀井陽

よう

逸
い つ

さんは「津山は山と川があ
り、土砂災害や水害も想定される地域。より良い防災
活動の拠点として期待しています」と話していました。

関係者たちによるテープカット。市内でも防災意識の高い地域
への防災拠点の完成をみんなで祝いました。

　東和中学校（牛渡正
まさ

哉
や

校長）２年生の職業体験学習は
７月 29 から 31 の３日間、市内事業所の協力を得て開
かれました。
　市役所で職場体験したのは、佐藤和

かず

真
ま

君、佐藤海
み

月
づき

さんと畠山梓
あずさ

さんの３人。29、30 日は窓口受付など、
31 日は、広報紙編集の仕事を体験しました。３人は、
職員から広報の仕事内容やカメラの使い方などの説明
を受け、職場体験をしている同級生の取材に。体験後
３人は「市役所はデスクワークだけでなく、いろいろ
な仕事がありびっくりしました。仕事をすることで、
新しい発見があり有意義でした」と話していました。

ネクサス南方店で職場体験中の同級生を取材する3人。取材
をしながら、それぞれの仕事の情報交換をしていました。
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平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
、
交

通
渋
滞
な
ど
で
到
着
時
刻
に
遅
れ

が
生
じ
て
い
た
便
な
ど
、
一
部
の

市
民
バ
ス
の
運
行
時
刻
な
ど
を
改

正
し
ま
す
。

①
南
方
線
３
便

・
始
発
を
15
分
遅
ら
せ
、
午
前
９

時
18
分
発
に
し
ま
す

①南方線（佐沼方面行き） 改正前 改正後
停留所＼便 3便 新 3便
瀬峰駅前 9:03 9:18
県立循環器呼吸器病センター 9:05 9:20
宮小路原 9:07 9:22
下山団地入口 9:08 9:23
上沼崎 9:10 9:25
沼崎下 9:11 9:26
大平 9:12 9:27
西郷 9:13 9:28
狼の欠 9:14 9:29
大坂 9:16 9:31
高石 9:18 9:33
南方中学校前 9:19 9:34
南方総合支所 9:21 9:36
松島屋敷 9:23 9:38
板倉 9:24 9:39
飯島 9:26 9:41
萩洗 9:28 9:43
登米市役所 9:31 9:46
ミヤコーバス佐沼営業所 9:33 9:48
佐沼郵便局前 9:34 9:49
登米市民病院前 9:35 9:50
津島神社前 9:37 9:52
一市 9:38 9:53
五日町 9:39 9:54
的場 9:39 9:54
佐沼高校正門前 9:40 9:55

②南方線（南方方面行き） 改正前 改正後
停留所＼便別 4便 新 4便
佐沼高校正門前 8:05 8:00
的場 8:06 8:01
一市 8:07 8:02
津島神社前 8:08 8:03
登米市民病院前 8:10 8:05
佐沼郵便局前 8:11 8:06
ミヤコーバス佐沼営業所 8:12 8:12

③石越線（北方経由石森方面）改正前 改正後
停留所＼便別 3便 新 3便
迫桜高校前 8:21 9:08
若柳総合支所前 8:23 9:10
南大通り 8:25 9:12
若柳病院前 8:28 9:15
並柳 8:31 9:18
石越駅前 8:33 9:20
割山 8:35 9:22
新道 8:36 9:23
芦倉 8:37 9:24
石越保育所前（旧市営住宅前） 8:38 9:25
石越総合支所 8:39 9:26
八嶋中央診療所前 8:40 9:27
長根 8:41 9:28
平町 8:45 9:32
川前 8:50 9:37
石森仲町 8:52 9:39
章太郎記念館前 8:52 9:39
境堀 8:54 9:41
八幡堂 8:56 9:43
佐沼高校北 8:57 9:44
的場 8:58 9:45
一市 8:59 9:46
登米市民病院前 9:02 9:49
登米市役所 9:05 9:52
ミヤコーバス佐沼営業所 9:07 9:54

④東西循環線（東回り循環線）改正前 改正後
停留所＼便別 2便 新 2便
町田 6:40 6:30
中津山小学校前 6:43 6:33
追土地 6:46 6:36
米山総合支所 6:51 6:41
砥落橋 6:56 6:46
中高石 7:03 6:53
高石 7:04 6:54
南方中学校前 7:05 6:55
南方総合支所 7:07 6:57
山成 7:09 6:59
南方小学校前 7:10 7:00
大門 7:12 7:02
本郷 7:14 7:04
大網 7:15 7:05
登米市民病院前 7:19 7:09
登米市役所 7:22 7:12
ミヤコーバス佐沼営業所 7:24 7:19
登米市民病院前 7:26 7:21
一市 7:29 7:24
的場 7:30 7:25
佐沼高校正門前 7:31 7:26
塚崎 7:34 7:29
加賀野 7:35 7:30
駒牽 7:36 7:31
蓬田 7:37 7:32
十文字 7:38 7:33
中田総合支所 7:40 7:35
登米総合産業高校前 7:44 7:41
谷地前 7:46 7:43
浅水小学校前 7:50 7:47
長谷山 7:53 7:50
米谷病院前 7:57 7:54
米谷仲町 7:58 7:55
長谷 8:02 7:59
小島 8:03 8:00
久根崎 8:07 8:04
浅部 8:08 8:05
蛭沢 8:10 8:07
登米総合支所 8:13 8:10

②
南
方
線
４
便

・
始
発
を
５
分
早
め
、
午
前
８
時

発
に
し
、
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
で
最
大

５
分
間
の
出
発
調
整
を
し
ま
す

③
石
越
線
３
便

・
始
発
を
47
分
遅
ら
せ
、
午
前
９

時
８
分
発
に
し
ま
す

④
東
西
循
環
線
２
便

・
始
発
を
10
分
早
め
、
午
前
６
時

30
分
発
に
し
、
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
で

最
大
５
分
間
、
登
米
総
合
産
業
高

校
前
で
最
大
２
分
間
の
出
発
調
整

を
し
ま
す

⑤
東
西
循
環
線
及
び
石
越
線

・
市
営
住
宅
前
を「
石
越
保
育
所

前
」に
し
ま
す

企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３
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平
成
27
年
10
月
25
日
執
行
の
宮
城
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

有
権
者
の
代
表
と
し
て
、
公
正

に
投
票
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
い
た
だ
き

ま
す

①
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
②
特
定
候
補
や
政
党
、
そ
の

他
の
政
治
団
体
な
ど
に
直
接
関
係
が
な
い

③
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
理
解
が
あ
る

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）〜
平

成
27
年
10
月
24
日（
土
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時

平
成
27
年
10
月
19
日（
月
）〜
平

成
27
年
10
月
24
日（
土
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時期

日
前
投
票
所

選
挙
長
等
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
支
給

１
投
票
所
に
２
人
ず
つ

平
成
27
年
10
月
25
日（
日
）午
前

７
時
〜
午
後
７
時

立
会
人
が
投
票
す
る
投
票
所

選
挙
長
等
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
支
給

１
投
票
所
に
２
人
ず
つ

①
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
②
選

考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通
知

し
ま
す

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
お
住
い
の
総
合
支
所
市
民
課
地
域

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、

各
総
合
支
所
と
選
挙
管
理
委
員
会（
迫
庁

舎
３
階
）に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

平
成
27
年
９
月
４
日
（
金
）

市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
９
８

　

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
は
中
田
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
発
着
は

「
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ
」
で
す
。
右
記
地
図

の
区
間
が
コ
ー
ス
と
な
る
た
め
、
当
日
は

道
路
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス
付

近
を
通
る
場
合
は
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

平
成
27
年
９
月
３
日（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
女
子
＝
午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

▼
男
子
＝
午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
決
行
。
台
風
な
ど
の
悪
天
候
時
に

は
順
延
と
な
り
ま
す

デクセリアルズ㈱

●　
　

コ
ー
ス　

●　
　

迂
回
路

●
ア
〜
ク
で
は
、
交
通
指
導
隊
員
が
誘
導

し
ま
す
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
、

コ
ー
ス
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ
ん
。
迂う

回か
い

路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
指
定
駐
車
場（
中
田
中
学
校
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
裏
の
駐
車
場
）
以
外
に
は
、
車

両
を
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い

南
方
中
学
校

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
１
４
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☎

☎

　

次
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
９
月
30
日

（
水
）
午
後
５
時

指
定
管
理
者
を
募

集
す
る
施
設
の
担
当
部
署
で
配
布
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
募
集
・
申
請
の
質
問
や
詳
細

に
つ
い
て
も
、
施
設
の
担
当
部
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い登

米
市
公
の
施
設
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
で
、
書
類
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
を
し
、
管
理
運
営
に
最
も
適
し
た
団

体
を
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
し

ま
す
。
そ
の
後
、
市
議
会
で
の
承
認
を
受
け

て
、
指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
す
。

国勢調査は、統計法に基づい
て日本に住んでいるすべての人・
世帯を対象として実施する統計
調査です。
　９月上旬から調査員が皆さん
のお宅を訪問し、調査書類を配
布します。この調査では，先に
インターネットでの回答を受け
付け、その回答がなかった世帯
には紙の調査票を配布して調査
します。
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特
色
を
生
か
し
た
個
性
的
な
地
域
づ
く

り
や
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
効
果

的
に
解
決
す
る
た
め
の
事
業
を
支
援
し
ま

す
（
事
業
の
実
施
は
、
平
成
28
年
度
と
な

り
ま
す
）。

（
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
）
①
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ

る
②
構
成
員
が
５
人
以
上
③
運
営
や
組
織

に
関
す
る
規
約
、
ま
た
は
会
則
を
定
め
て

い
る
④
政
治
、
宗
教
活
動
、
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
て
い
な
い原

則
、
単
年
度
。
事

業
の
性
質
上
実
施
期
間
が
複
数
年
度
に
わ

た
る
場
合
は
、
３
年
を
限
度
と
し
ま
す

①
ま
ち
づ
く
り
型
：
補

助
率
10
分
の
９
以
内
で
１
０
０
万
円
が

上
限
。
事
業
期
間
が
複
数
年
度
の
場
合
、

２
年
目
10
分
の
７
以
内
、
３
年
目
10
分

の
５
以
内
②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
：

１
０
０
万
円
が
上
限
。
複
数
年
度
の
場
合

も
同
額
。
※
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
は
、

本
来
市
が
担
う
べ
き
事
業
を
、
市
と
団
体

が
協
定
を
締
結
し
て
実
施
す
る
事
業
で

す
。

平
成
27
年
９
月
25
日（
金
）

企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
１
月
10
日
に
開
催
す
る
、
成

人
式
の
企
画
・
運
営
な
ど
に
協
力
い
た
だ

く
実
行
委
員
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
月
１
回
程
度
、

実
行
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

①
実
行
委
員
：
平
成
28
年
成
人
式

の
対
象
者（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）②
サ
ポ
ー
タ
ー
：

平
成
29
年
成
人
式
の
対
象
者（
平
成
８
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

実
行
委
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
も
20
人
程
度

平
成
27
年
９
月
18
日

（
金
）

直
接
ま
た
は
電
話

教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

第
７
回
登
米
市
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分（
受
付
：
午
前
９
時

30
分
〜
）迫

体
育
館
・
迫
公
民
館

「
ひ
だ
ま
り
」
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
：
午
前
10
時
〜　

人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ「
赤
ず
き
ん
」

（
①
午
前
10
時
45
分
〜
②
午
後
１
時
〜
）

①
午
前
10
時
30

分
〜
対
象
４
、５
歳
児
25
人
②
午
後
12
時

45
分
〜
対
象
小
学
１
〜
３
年
生
30
人

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
15
分
○
あ
そ
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
体
験
コ
ー
ナ
ー（
ス
ラ
イ
ム
、
ア
ル
ミ

缶
バ
ッ
ジ
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
）
○

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー（
抹
茶
、
パ
ン
、
油
麩

う
ど
ん
、
ド
リ
ン
ク
バ
ー
な
ど
）
○
絵
本

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
○
乳
幼
児
あ
そ
び

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
○
市
内
保
育
所（
園
）、

児
童
館
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

無
料（
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
は
有
料
）、上
靴

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

旧
米
山
高
等
学
校
校
舎
な
ど
を
有
効
に

利
活
用
す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

校
舎
な
ど
を
利
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
事
業

提
案
し
た
事
業
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
個
人
、
法
人
お
よ
び
団
体

平
成
27
年
８
月
20
日（
木
）

〜
平
成
27
年
10
月
９
日（
金
）

提
出
さ
れ
た
事
業
提
案
書

を
審
査
委
員
会
で
審
査
し
選
定
し
ま
す

事
業
提
案
書
作
成
費
用
な

ど
は
、
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

企
画
部
企
画
政
策
課（
市
役

所
迫
庁
舎
２
階
）
に
備
え
付
け
の
募
集

要
項（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
で
必
要
事
項
を
確
認
の
上
、

事
業
提
案
書
を
作
成
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

企
画
部
企
画
政
策
課　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７
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迫
　県内小学生の交流やマリンスポーツの普及を目的に「宮
城県マリンスポーツフェスティバル」が長沼ボート場で開
催され県内小学生82人が参加しました。
　児童たちは、指導員からライフジャケットの着用方法や
パドルの使い方の説明を受けた後、カヌーやローボート、
ドラゴンボートなどに挑戦。水難事故防止のため水辺の安
全教室も開催され、参加した児童たちは、普段できないマ
リンスポーツに笑顔で元気いっぱいに活動しました。

登米
　市消防団登米支団（木村忠

ただよし

義支団長）が登米町総合運動公
園で支団長査閲訓練を実施しました。この訓練は消防団員
の技術の向上を目的に昨年から実施。今年で２年目となり
ます。当日は晴天のもと、４つの分団から約40人が参加。
運動場内に設置されたカラーコーンをクランクや狭い道路
に見立てて、安全に消防車両を運転する車両操縦訓練や、
2台の車両を使用しての中継送水、放水訓練など 7種類
の訓練を実施し、日頃の成果を披露しました。

東和
　東和地区 3小学校 5年生の合同合宿が花山青少年自然
の家で、2泊 3日で開催。この事業は、旧町時代から 30
年以上続いており、今年は児童45人が参加しました。
　野外炊飯や沢登り、ジュニアリーダーによるダンス指導
で親睦を深め、キャンプファイヤーでは、定番のダンスや
弾き語りのシンガーによるフォークソングの合唱で盛り上
がりました。生徒たちは 2年後の中学校入学に向けて仲
間の輪を広げることができたようです。

中田
　平成27年度ふるさとスポーツ祭中田町域大会が、中田
総合体育館および中田球場で開催されました。
　当日は、ソフトボールとビニールバレーボールの２種目
を実施。昨年は雨天のため中止となったソフトボール会場
では選手たちの元気な掛け声が響き渡り、体育館で行われ
たビニールバレーボールも白熱した戦いに。結果は、ソフ
トボールは加賀野二行政区が、ビニールバレーボールでは
南町行政区が優勝に輝きました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　第 28回豊里地区市民登山のつどいが開催され 31人が
参加。参加者は、すばらしい景色とさわやかな空気を味わ
いながら、湿地帯をわたり、谷川を越え、岩山を踏みし
めて栗駒山を登りました。１時間半かけて目的地の標高
1,280㍍の昭和湖に到着。下山は、往路とは違うルートで、
一転して荒涼とした風景が広がるコースを通り、全員元気
に下山しました。初夏の美しい栗駒登山で、心地よい汗を
流し、楽しい時間を過ごしました。

石越
　石越町剣道サマーフェスティバルが石越町体育センター
を会場に開催されました。この催しは町内の剣道愛好家が
一堂に会し、小学生から大人まで剣道に親しむことを目的
に開催しており今年で7回目です。
　スポーツチャンバラでは小・中学生と保護者が対戦。そ
の後、小・中学生、高校生、一般の混合 5人チームによ
る剣道の団体戦が行われました。参加者は日頃経験できな
い対戦を楽しみ、世代間を越えた熱い交流をしていました。

津山
　出張登米警察署が柳津小学校体育館で開催され、子ども
からお年寄りまで多くの皆さんが参加しました。
　出張警察署は、市民に警察活動を広く知ってもらうおう
と開催しているもので、体育館では、交通事故防止の紙芝
居や振り込め詐欺防止の寸劇、警察音楽隊とカラーガード
隊による演奏演技などが行われました。また、体育館前の
校庭では、パトカーの試乗体験なども行われ、参加者たち
はお巡りさんの活動を楽しく知ることができました。

米山
　今年も入善町・登米市姉妹都市交流事業として、富山県
入善町から小・中学生18人と先生・関係職員４人が使節
団として来市。初日は、歓迎式典の後、道の駅・米山や石
ﾉ森章太郎ふるさと記念館を見学、2日目は、平筒沼ふれ
あい公園で米山町内の児童らと海洋性スポーツを通じて交
流を深めました。昭和初期に行われた米山町短台地区の開
墾事業によりつながった登米市と入善町。広がる美田に歴
史への思いをはせる心の交流を大切にしたいものです。

南方
　南方地区で「ガラス細工教室」（東郷公民館主催）が開催さ
れ、地域の住民を中心に市内からガラス細工に興味のある
人たちが参加しました。教室は全７回の予定で、今回は１
回目。初心者にも比較的やさしい平面ガラスへ模様を付け
るガラス細工で自分だけの手鏡を作成しました。初めはと
まどいながら取り組んでいましたが、思い思いの作品が出
来上がっていくと、楽しそうに作成していました。次回は
グラスに模様を付けた作品を作成する予定です。
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Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

平成 27 年 9月3日（木）～6日（日）
午前９時30分～午後5時（６日は午後３時閉館）

登米祝祭劇場（小ホール）
無料

『恐竜トリケラトプスとテリジノサウルス』
『恐竜トリケラトプスとカルノタウルス』
                            作・絵／黒川みつひろ

9月3日（木）～6日（日）
▶午前の部＝午前9時30分～正午▶午後の部＝午
後3時～午後5時（5日（土）と6日（日）は午前のみ）

宮城県図書館選定図書の展示

「ぬり絵とおり紙であそぼう」
　9月 5日（土）　午後 1時～午後 3時

「お楽しみ抽選会」
　9月 6日（日）
　午後 2時 15 分～
※抽選で 20 人に作者サイ
　ン入り絵本をプレゼント
　します。

☎
☎
☎
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Health

くん
（米山町下小路）

くん
（米山町畑崎）

くん
（中田町表）

ちゃん
（中田町加賀野一）

くん
（中田町大柳）

くん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（中田町南加賀野）

くん
（津山町黄牛町）

くん
（南方町青島）

ちゃん
（米山町鈴根）

くん
（津山町横山11区）

ちゃん
（津山町平形）

さんさん

くん
（豊里町下町）

くん
（豊里町下町）
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　１７９㌢でＡＢ型です。
　中学校で体育教師をしています。勤

務して１年目です。生徒と関われるので毎日楽
しいですね。教師を目指したきっかけは中学校
時代の恩師の影響です。一緒に陸上をすること
で、自然にこの道に導かれました。

　気分屋ですが、おおらかなほう
だと思います（笑）。

陸上（棒高跳び）の練習をしたり、大
会に出場したりしています。棒高跳びは中学校
で東北大会に出場。飛ぶことの面白さ、気持ち
よさに取りつかれ、高校から本格的に始めて、
インターハイと国体にも出場しました。

　サウナです。サウナの後の水風呂は
サイコーです！あとは車に乗りながら音楽を聴
くことです。洋楽を聞くことが多いですね。

自分がだらしないので注意し
てくれるしっかりしている人。ご飯粒を残さな
い人。30 歳くらいまでには結婚したいです。

　登米市から日本トップ
レベルの棒高跳びの選手を育てたいです。また、
今年から「佐沼ＰＶＣ」という棒高跳びのクラブ
チームに所属し、恩師と一緒に活動しています。
これからも自分の記録を伸ばしていきたいです
ね。

住みやすいです。大学
で一度地元を離れ、離れてみてあらためて地元
の良さを実感しました。

３歳までの子どもたちを募集しています。ご家族の記念にいかがでしょうか。投稿お待ちしています。
＜応募方法＞①氏名（ふりがな）・性別②住所③行政区④生年月日⑤電話番号⑥掲載する保護者の氏名⑦コメント（50
字程度）⑧写真データを添付し応募してください＜応募先＞総務部市長公室広報広聴係　〒 987-0511 迫町佐沼字中江
二丁目６番地１　Ｅメール：koho@city.tome.miyagi.jp
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　ぼくの夢は、大人になっても野球を続け
ることです。今は豊里小スカイホークスの
キャプテンとして野球をしています。去年
は試合で負けていたけど今年は勝てるよう
になりました。
　2人の兄が小学校の時にキャプテンとし
て活躍する姿を見て、自分も同じようにな
りたいと思って頑張ってきました。
　ぼくは、ピッチャーをしています。東北
楽天ゴールデンイーグルスの則本投手を目
指しています。中学、高校、大人になって
も野球を続けていきたいと思います。
　プロ野球選手になれなくても大好きな野
球をずっと続けていきたいです。

平成26年4月17日生まれ
迫町・萩洗
昌幸さんの長女

ちゃん（１歳）

　りりたん♪鈴の音
のようなきれいな心
で、みんなに幸せの
音を届ける人生を歩
んでね♪毎日楽しく
過ごそうね！！

平成26年3月11日生まれ
迫町・仮屋
祐弥さんの長男

くん（1歳）

　好き嫌いがなく、
なんでも食べて、お
外遊びが大好きです。
いっぱい食べて大き
く育ってね。

Monthly Hot Communication

Child
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Half Century
Monthly Hot Communication

仕
事
と
仲
間
が
い
て
、毎
日
百
点
の
生
活

農
協
に
40
年
勤
め
て
、

退
職
後
は
農
協
理
事
を
４
期
12
年
。

仕
事
一
筋
で
毎
日
遅
か
っ
た
し
、

休
日
も
ほ
と
ん
ど
仕
事
だ
っ
た
ね
。

化
粧
品
の
営
業
を
35

年
く
ら
い
し
て
い
て
、
営
業
所
長

と
し
て
10
数
人
の
従
業
員
が
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

東
日
本
大
震
災
。
夫
婦

で
避
難
所
に
手
伝
い
に
行
っ
て
い

た
し
、
み
ん
な
大
変
だ
っ
た
ね
。

そ
の
時
に
自
主
防
災
組
織
や
人
間

関
係
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
会
っ
て
話
し

を
す
る
こ
と
か
な
。
現
在
、
吉
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
会
長
６
期
目

（
副
会
長
５
期
）。
保
護
司
も
し
て

遠
く
ふ
る
さ
と
離
れ
て
も

思
い
出
す
懐
か
し
い
風
景

　

登
米
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
６
月
６
日
、

同
じ
日
に
私
た
ち
東
京
み
や
ぎ
東

和
会
も
、
上
野
公
園
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
第
26
回
目
の
総
会
と
懇

親
会
を
開
催
。
登
米
市
と
会
の
発

展
を
祈
念
し
、
参
加
者
全
員
で
祝

杯
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
、
米
川
村
と
錦
織
村

が
合
併
し
日
高
村
と
な
り
、
同
32

年
に
は
米
谷
町
と
の
合
併
に
よ
り

東
和
町
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
２

年
６
月
10
日
に
東
京
み
や
ぎ
東
和

会
が
結
成
。
第
１
回
総
会
と
懇
親

会
が
２
０
０
余
名
の
参
加
者
を
得

て
、
千
代
田
区
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

Monthly Hot Communication

One's Home

は
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
押
さ
れ
、

会
員
の
減
少
に
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
あ
る
時
、

会
員
の
一
人
か
ら
「
も
う
田
舎
か

ら
家
族
が
出
払
い
、
帰
る
家
も
な

く
、
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
広
報
と

め
と
東
和
の
公
民
館
便
り
が
心
の

灯
と
な
っ
て
い
て
、
暗
唱
で
き
る

ほ
ど
に
読
み
続
け
て
い
ま
す
。
ど

う
か
老
い
た
る
者
の
楽
し
み
の
灯

を
消
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う

便
り
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
早
速

役
員
会
に
諮
り
、
毎
月
広
報
と
め

と
一
緒
に
東
和
会
の
会
報
の
送
付

を
始
め
ま
し
た
。
会
報
に
は
懐
か

し
い
ふ
る
さ
と
の
山
河
、
史
跡
、

芸
能
、
源
氏
ボ
タ
ル
、
東
和
地
方

の
方
言
な
ど
を
掲
載
。
こ
の
一
つ

の
き
っ
か
け
が
功
を
奏
し
て
か
会

員
も
維
持
、
こ
れ
ま
で
37
号
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
今
年
の
市
内
高
校
球
児

た
ち
の
活
躍
に
は
、
心
を
躍
ら
せ

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
些さ

細さ
い

な
こ
と
で
も
登
米
市
、
そ

し
て
ふ
る
さ
と
の
発
展
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

物
事
は
難
し
く
考
え
ず
、
判
断
力

と
決
断
力
、
行
動
力
を
持
っ
て
進

め
ば
新
た
な
世
界
が
見
え
て
き
ま

す
。

　

今
後
も
私
た
ち
町
人
会
は
、
登

米
市
発
展
の
た
め
、
そ
し
て
ふ
る

さ
と
と
震
災
復
興
に
対
し
微
力
な

が
ら
応
援
し
、
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
保
護
司
は
大
変
な
こ
と

も
多
い
け
ど
仕
事
に
つ
い
た
の
を

見
届
け
た
と
き
は
嬉
し
い
ね
。

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
始

め
て
５
年
く
ら
い
。
ス
テ
ー
ジ
で

歌
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
声
を
出

す
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
ね
。

束
縛
し
な
い
こ
と
。
ケ

ン
カ
は
損
だ
か
ら
ね（
笑
）

私
が
一
歩
控
え
る
こ

と
。
一
歩
下
が
り
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
気
ま
ず
い
思
い
し
な
い
し
ね
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い

ね
。
１
２
０
歳
ま
で
生
き
た
い
ね
。

こ
れ
か
ら
も
好
き
な

カ
ラ
オ
ケ
を
続
け
て
元
気
で
過
ご

し
た
い
で
す
ね
。



23 2015.9

　

今
月
は
、
道
の
駅
米
山「
ふ
る

里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

郷
土
が
生
ん
だ
名
力
士
、
第
三

代
横
綱
丸
山
権
太
左
衛
門
の
名
を

取
っ
た「
丸
山
杯
少
年
相
撲
大
会
」

（
丸
山
顕
彰
会
、ふ
る
里
セ
ン
タ
ー

Ｙ
・
Ｙ
主
催
）を
８
月
30
日（
日
）

に
丸
山
関
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
て

い
る
「
道
の
駅
米
山
」
特
設
相
撲

場
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は

平
成
19
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
で

９
回
目
と
な
り
ま
す
。
大
会
に

は
、
県
内
の
小
中
学
生
約
40
人
が

参
加
。
白
熱
し
た
取
り
組
み
に
応

援
に
熱
が
入
り
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
歓
声
と
拍

手
が
鳴
り
響
く

ん
で
す
よ
。

　

今
の
季
節
は
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
の
夏
野
菜
、
メ
ロ
ン
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
乳
酸
発
酵
さ
せ

た
飼
料
を
与
え
て
飼
育
し
た「
乳

に
ゅ
う

酸さ
ん
と
ん豚
」。
柔
ら
か
な
食
感
で
し
っ

か
り
と
し
た
旨
み
が
あ
り
ま
す
。

乳
酸
豚
を
使
用
し
た「
ス
ー
プ
カ

レ
ー
」も
大
人
気
で
す
。
辛
さ
は

30
倍
ま
で
調
整
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
か
ら
は
町
内
産
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
使
用
し
た「
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
ソ
フ
ト
」を
販
売
し
て
い
ま

す
。
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山
「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
10
月
号
は
短
歌
で
す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
８
月
31
日（
月
）ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

　

▶

☎

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

28
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い

多
重
債
務
者
法
律
相
談
で
相
談

の
上
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

毎
週
月
・
金
曜
日
、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
※
予
約
制
・
無
料

登
米
市
民
病
院

平
成
27
年
９
月
19
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

栗
原
文
化
会
館

オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び

家
族
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、
装
具
、

社
会
生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
５
１

　

89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
チ
ア
ー
ズ
を
講
師

に
、
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

中
田
総
合
体
育
館

４
〜
８
歳
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

親
子
で
楽
し
め
る
ダ
ン

ス
、
ゲ
ー
ム
、
テ
ィ
ナ
・
む
す
び

丸
と
の
写
真
撮
影
や
健
康
ブ
ー
ス

な
ど

平
成
27
年
８

月
31
日
（
月
）

親
子
体
操
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

☎
０
２
２（
２
６
３
）０
１
３
１

０
２
２（
２
６
５
）０
７
２
８

郵
送
：
仙
台
市
青
葉
区
本
町
２
―

２
―
６
朝
日
新
聞
仙
台
ビ
ル
７
階

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎

㊋ ☎ ☎

㊌ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00（プレミア歯科は10:00～18:00）
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、
受診ください。

㊊

☎

☎

㊋ ☎

㊌ ☎

㊋ ☎

看
護
師　

浅
田
祥し

ょ
う

子こ

氏

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
２
２（
３
５
８
）１
３
７
３

平
成
27
年
９
月
５
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

県
立
循
環
器
・
呼
吸
器

病
セ
ン
タ
ー健

康
相
談
会
、体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど

県
立
循
環
器
・

呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
５
１

県
立
循
環
器
・

呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室　
　
　
　
　
　
　

▶

▶
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Good health is a great blessing

▼ ▼ ▼

現
在
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
本
年
８
月
20
日
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
、
１

日
８
千
歩
、
１
年
で
３
０
０
万
歩

を
目
標
と
し
架
空
の
旅
に
出
る

「
登
米
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
歩
き
旅
」

を
公
開
し
ま
す
。

　
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
歩
き
旅
」
は
、

市
内
の
名
所
巡
り
か
ら
始
ま
り
、

踏
破
後
は
本
市
に
ゆ
か
り
の
深
い

「
奥
の
細
道
」
の
旅
に
つ
な
ぎ
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
富
山
県
入
善
町

が
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
名
所
ま
で
到
達
す
る

と
、画
像
と
説
明
文
が
表
示
さ
れ
、

歩
く
だ
け
で
は
な
く
歴
史
背
景
ま

で
学
べ
る
お
得
な
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
歩
数
だ
け
で

は
な
く
、
体
重
や
血
圧
の
管
理
が

で
き
、
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
な

ど
、
日
々
の
健
康
管
理
に
も
役
立

つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
50
万
歩
ご
と
に
達
成

ク
ー
ポ
ン
が
表
示
さ
れ
、
協
力
店

の
商
品
が
割
引
さ
れ
る
な
ど
の
特

典
が
つ
い
て
き
ま
す
。
健
康
管
理

だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
も
学
べ
、

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
ま
で
つ
い
て
く

る
「
登
米
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
歩
き

旅
」。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

協
力
店
、
達
成
ク
ー
ポ
ン
の
内

容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
協
力
店
は
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
部

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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災害時安定供給施設

　

県
は
、
平
成
27
年
産
米
の
安
全

性
を
確
認
す
る
た
め
、
国
・
市
町

村
や
生
産
者
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
放
射
性
物
質
の
含
有
量
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

旧
市
町
村
（
※
１
）
ご
と
の
検

査
の
結
果
、
安
全
性
が
確
認
で
き

る
ま
で
、
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
お

よ
び
贈
答
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
出
荷
自
粛
の
解
除
は
、
県

の
検
査
結
果
に
基
づ
き
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
県
・
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
放
送
な

ど
で
速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
１　

旧
市
町
村
（
昭
和
25
年
当

☎

時
）
佐
沼
町
、
新
田
村
、
北
方
村
、

宝
江
村
、 

登
米
町
、
米
川
村
、
錦

織
村
、
米
谷
町
、
石
森
町
、
上
沼

村
、
浅
水
村
、
豊
里
町
、
米
山
村
、

吉
田
村
、
石
越
村
、
南
方
村
、
柳

津
町
、
横
山
村

県
登
米
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
７

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
営
農

経
済
部
（
津
山
町
除
く
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）１
６
０
０

南
三
陸
農
業
協
同
組
合
営
農
生
活

部
（
津
山
町
）

☎
０
２
２
６（
４
７
）４
５
８
５

産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
住
所
地

に
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」
を

郵
送
し
ま
す
。
左
記
に
該
当
す
る

場
合
、
居
所
へ
送
付
で
き
ま
す
の

で
、居
所
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
、
居
所
へ
避
難
し
て

い
る
②
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
で
、
居
所

へ
移
動
し
て
い
る
③
長
期
間
、
医

療
機
関
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
期
間
中
、

住
所
地
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い

④
①
〜
③
以
外
で
、
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
住
所
地
で
受
け
と

れ
な
い

平
成
27
年
８
月
24

日（
月
）〜
９
月
25
日（
金
）必
着

住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
に
申
請
書
を
郵
送
す
る
か

直
接
窓
口
へ
提
出
。
※
申
請
書
は

居
所
の
市
区
町
村
に
も
あ
り
ま
す

①
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
②
送
付
場
所

を
確
認
で
き
る
資
料
③
15
歳
未
満

や
成
年
被
後
見
人
の
場
合
は
、
法

定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

書
類
と
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
④
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類

　

詳
し
く
は
住
民
票
の
あ
る
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

平
成
23
年
10
月
２
日
〜
平
成
24

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９

月
30
日
ま
で
で
す
。
対
象
者
に
は

個
別
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
９
月

18
日（
金
）ま
で
に
最
寄
り
の
総
合

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
は
、
登
録
更
新
完
了
後

保
護
者
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

①
子
ど
も
医
療
費

受
給
資
格
更
新
申
請
書
②
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
証

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

市
は
、
平
成
25
、
26
年
度
の
２

年
に
わ
た
り
「
登
米
市
伝
統
野
菜

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

在
来
野
菜
、
伝
統
農
法
や
伝
統
料

理
な
ど
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
20
種
類
の
在

来
野
菜
が
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

在
来
野
菜
な
ど
の
情
報
提
供
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①
市
内
で
、
地

種
を
採
っ
て
野
菜
を
作
付
け
し
て

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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内
容
に
加
え
て
、
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
応
援
特
集
を
新
た
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
冊
子
が
８
月
末
ま
で

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

（
通
話
無
料
、平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

▼
企
画
部
企
画
政
策
課（
企
画
政

策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式
会

社
東
北
営
業
本
部
営
業
企
画
部

（
編
集
・
企
画
担
当
）

☎
０
２
２（
７
９
７
）５
５
２
８

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

☎

い
る
人
や
集
落
の
情
報
②
市
内
で

伝
統
農
法
を
続
け
て
い
る
人
の
情

報（
馬
耕
、養
蚕
な
ど
）③
地
域
に

伝
わ
る
伝
統
料
理

産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

　

市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株

式
会
社
東
北
営
業
本
部
で
は
、
官

民
協
働
事
業
と
し
て
「
登
米
市
く

ら
し
の
便
利
帳
」を
合
冊
し
た「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
宮
城
県
登
米
市
版
」

を
共
同
制
作
し
、
８
月
初
め
か
ら

市
内
の
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

　

未
入
園
の
子
ど
も
た
ち
も
保
育

所
で
遊
べ
る
よ
う
、
未
入
園
児
フ

レ
ン
ズ
デ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

触
れ
合
い
遊
び
、
誕
生
会
や
リ
ズ

ム
遊
び
な
ど
、
毎
月
楽
し
い
行
事

を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

無
料

南
方
保
育
所

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
３
８

平
成
27
年
９
月
24

日（
木
）
❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷

午
前
11
時
〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

☎ ☎ ☎ ☎
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日
本
年
金
機
構
を
名
乗
り
、

口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除

し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
た

り
す
る
な
ど
の
特
殊
詐
欺
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
①
電
話

や
メ
ー
ル
で
皆
さ
ん
に
、
個
人

情
報
確
認
の
連
絡
を
す
る
こ
と

は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
（
情
報

が
流
出
し
た
人
の
新
し
い
基
礎

年
金
番
号
は
、
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）
②
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
③
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
年
金
情
報
が
流
出
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ

た
場
合
は
、
次
の
専
用
電
話
窓

口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
―
８
１
８
２
１
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
９
時
（
平
日
お
よ
び
土

日
）
※
間
違
い
電
話
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
市

教
育
研
究
所
で
は
、
経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
専
用

電
話
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
相
談
室

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

面
接
相
談
、
電
話

相
談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市
教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

平
成
27
年
９
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
※
要
予
約

登
米
合
同
庁
舎
５
０
３

会
議
室

平
成
27
年
９

月
８
日（
火
）

（
公

財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

☎
０
１
２
０（
４
１
８
）６
１
８

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
24
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

㊊ ㊊

㊊ ㊊
㊊
㊊ ㊊
㊊ ㊊
㊊ ㊋
㊊

中
会
議
室
）

【古
川
年
金
事
務
所 

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
11
日

（
金
）、９
月
25
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
午
後
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

11
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ
（
司
法

書
士
）、25
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

【☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
暴

行
・
虐
待
や
家
族
間
で
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
平
成
27
年
９
月
７
〜
11

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
②

９
月
12
、13
日
午
前
10
時
〜
午
後

☎

㊋
㊌

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊋
㊌

◉

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

ご
家
族
な
ど
、
お
気
楽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。回

想
法
っ
て
な
に
？
楽

し
く
認
知
症
予
防
（
講
師
：
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
寿
保

健
科
学
研
究
室
長
・
細
川
彩あ

や

氏
）

平
成
27
年
８
月
30
日（
日
）

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

迫
公
民
館

無
料

平
成
27
年
８

月
27
日
（
木
）

 

福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

死hosokaw
a@
ncgg.go.jp

５
時

無
料

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

　

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
語
り

合
う
「
回
想
法
」。
こ
れ
は
、
高

齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
ち
、

脳
や
対
人
交
流
を
活
性
化
す
る
効

果
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
回
想
法
を
生
か
し
た
認

知
症
予
防
講
座
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
の
開
講
で
、
計
５
回

開
催
し
受
講
料
は
無
料
で
す
。
受

講
を
ご
希
望
の
人
は
、
８
月
30
日

開
催
の
「
と
め
カ
フ
ェ
〜
回
想

法
っ
て
な
に
？
楽
し
く
認
知
症
予

防
〜
」に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
中
で
講
座
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
毎
日
を
も
っ
と
楽
し
く
生

き
生
き
と
過
ご
し
た
い
、
認
知
症

へ
の
不
安
を
お
持
ち
の
人
や
そ
の

☎ ☎ ☎ ☎
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☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

平
成
27
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

平
成
27
年
９
月
13

日（
日
）

消
防
署
・
各

出
張
所
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
記

入
の
上
、
直
接
提
出
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

平
成
27
年
11
月
22
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

登
米
総
合
体
育
館

ア
マ
チ
ュ
ア
競
技

者

２
５
０
０
人

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
公
認
コ
ー
ス〔（
財
）日
本
陸

上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
〕

一
般
＝
４
千
円
、
高

校
生
＝
３
千
円
、
中
学
生
以
下

＝
２
千
円
、
親
子
ペ
ア（
１
組
）＝

４
千
円

❶
郵
便
振
替

　

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」。市

消
防
本
部
で
は
、市
民
の
誰
も
が

正
し
い
応
急
手
当
を
施
せ
る
よ
う

認
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
７
日（
月
）

〜
９
日（
水
）午
前
８
時
30
分
〜

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

【

普
通
救
命
講
習
の

指
導
に
必
要
な
知
識
や
技
法
な
ど

４
９
３
７
円（
講

習
初
日
、
お
釣
り
が
な
い
よ
う
準

備
く
だ
さ
い
）
※
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
０
対
応
テ
キ
ス
ト
を
お
持

ち
の
人
は
無
料
と
な
り
ま
す　

30
人
程
度

平
成
27
年
８
月
31

日（
月
）

消
防
署
・
各

出
張
所
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
記

入
、
直
接
か
郵
送
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

登
米
市
消
防
本
部
警

防
課
〒
９
８
７
―
０
５
１
２　

登

米
市
迫
町
森
字
平
柳
25
番
地

実
技
も
あ
る
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
く
だ
さ

い
。
昼
食
は
各
自
準
備
く
だ
さ
い

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

消
防
署
救
急
係

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
1
大
会
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

e-m
arathon.jp/tom

e-kappa/
index.php)

2
一
般
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」（http://

runnet.jp)

❶
平
成
27
年
８
月

24
日
〜
10
月
１
日
※
当
日
消
印
有

効
❷
平
成
27
年
９
月
10
日
〜
10
月

17
日
※
❶
❷
い
ず
れ
も
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

午
前
７
時
〜
正
午（
予
定
）

18
〜
60
歳
の
人

平
成
27
年
10
月
16

日（
金
）

カ
ッ

パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

（
登
米
総
合
体
育
館
内
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２　

登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
10
番
地

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

◉

平
成
27
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
５
日
前
ま
で

予
約
）

米
谷
公
民
館

◉
ワ
ー
ド
＝
デ
ジ
カ
メ
画
像
処
理

平
成
27
年
９
月
８
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
９
月
11
日

（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

エ
ク
セ
ル
＝
会
計
報
告

平
成
27
年
９
月
15
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
９
月
18
日

（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時
（
受

講
日
前
日
ま
で
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ

コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
講
座
を
開

き
ま
す
。

①
米
谷
公
民
館
：

平
成
27
年
８
月
29
日（
土
）午
後
７

時
〜
②
豊
里
公
民
館
：
平
成
27
年

９
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜
③
迫

公
民
館
：
平
成
27
年
９
月
12
日

（
土
）
午
後
７
時
〜Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
め

タ
ウ
ン
ネ
ッ
ト

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
２
１
０

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
〜
ワ
ー
ド
体
験

操
作
講
習（
初
心
者
向
け
）

平
成
27
年
９
月
９
日（
水
）

〜
９
月
10
日（
木
）、
９
月
16
日

（
水
）〜
９
月
17
日（
木
）午
後
７
時

〜
午
後
９
時

②
文
書
作
成
初
級
講
習　

平
成
27
年
９
月
30
日（
水
）

〜
10
月
１
日（
木
）、
10
月
７
日

（
水
）〜
10
月
８
日
（
木
）午
後
７

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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（平成27年７月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,545 10,302 10,952 21,254 （17）

登米 1,801 2,392 2,616 5,008   （0）

東和 2,432 3,343 3,483 6,826  （▲9）

中田 4,928 7,734 8,186 15,920 （▲12）

豊里 2,139 3,358 3,451 6,809 （▲2）

米山 2,864 4,728 4,961 9,689 （▲2）

石越 1,609 2,552 2,641  5,193 （▲2）

南方 2,641 4,304 4,570 8,874 （5）

津山 1,211 1,710 1,864 3,574 （3）

合計 27,170 40,423 42,724 83,147 （▲2）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○飲酒運転は犯罪です、飲酒運転は絶対にやめましょう。
○交通事故にご注意を。市内では、特に国、県道での車の
正面衝突、追突事故が多発しています。車の運転に際し
ては、安全確認を徹底し、緊張感の保持に心掛けましょ
う。
○9月21日から10日間、秋の交通安全市民総ぐるみ運動が
展開されます。日頃から安全運転を心掛けましょう。

（平成27年７月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 159件 204件 ▲45件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 218人 240人 ▲22人

物損事故
発生件数 915件 1,012件 ▲97件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.06 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.05 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

◉
平成27 年９月６日（日）
南方農村環境改善センター
無料
民謡、舞踊、和太鼓、ほか

登米市南方文化協会
☎0220（58）2167

時
〜
午
後
９
時

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
）

市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

各
18
人（
先
着
順
）

千
円
程
度

８
月
26
日（
水
）午

前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

南
方
住
民
情
報

セ
ン
タ
ー
「
る
る
ぱ
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

①
航
空
学
生
、一
般

曹
、自
衛
官
候
補
生（
女
子
）：
平
成

27
年
８
月
１
日
〜
９
月
８
日
②
自

衛
官
候
補
生（
男
子
）：
平
成
27
年

７
月
１
日
〜
８
月
28
日

自
衛
隊
宮
城
地
方

協
力
本
部
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
２
４
４

　

平
成
27
年
10
月
４
日（
日
）

午
前
９
時
〜

迫
武
道
館

市
民
、市
内
勤
務
者
、ま
た

は
市
内
の
高
校
在
学
者

無
料平

成
27
年
９
月
28
日

（
月
）

登
米

市
弓
道
協
会
事
務
局

☎
０
８
０（
５
５
６
５
）４
９
０
６

岩
井

平
成
27
年
10
月
11
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

南
方
中
央
運
動
広
場

成
年
男
子

５
千
円

平
成
27
年
９
月
25
日

（
金
）

登
米

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
２
６
２

平
成
27
年
９
月
19
日（
土
） 

〜
20
日
（
日
）

◉

伝
統
芸
能
伝
承

館
「
森
舞
台
」
／
午
後
５
時
〜
午

後
８
時

全
席
指
定 

＝
Ａ
席

２
５
０
０
円
、
Ｂ
席
１
５
０
０
円

㈱
と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

◉
『

町
内
中
心
部
（
寺

池
地
区
）
／
午
前
10
時
〜

伝
統
芸
能
伝
承

館「
森
舞
台
」
／
午
後
３
時
〜
午

後
６
時

登
米
総
合
支
所

市
民
課　

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
５
１

☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「初めての全国大会で少し緊張しちゃった。
今度は優勝したい」と力強く話す鴻憲くん。
本年 5月に開催された「全農杯平成 27 年
度全日本卓球選手権大会県予選会（バンビの
部）」で優勝し、7月 24～ 26日に兵庫県神
戸市で開催された全国大会では予選を全勝で
通過。決勝トーナメントに進出したが、初戦
で惜しくも敗れた。
　鴻憲くんは兄の隆

りゅう

磨
ま

さん（中田中３年）とと
もに卓球クラブ「錦

きん

桜
おう

紅
く ら ぶ

羅舞」で、日々練
習に励んでいる。「鴻憲くんは練習熱心で真
面目。本格的に卓球を始めてまだ 1年だが、
他人の良いプレーを真似るのが得意ですぐに

吸収する。左打ちであることも強み」と及川
登
と し

志郎
ろう

コーチは語る。
　7月 28日に仙台市で開催された「県中学
校新人卓球大会個人戦兼平成27年度全日本
選手権（カデットの部）県予選」にも出場。小
学生でこの大会に出られるのは全国大会出場
者だけ。中学生相手に中学１年男子シングル
スの部で「ベスト32」に輝いた。
　目標とする人は全国 6連覇中で、現在世
界 2位の「張本智

とも

和
かず

さん（12 歳：仙台ジュ
ニアクラブ所属）」。「サーブが切れていてす
ごい」と話す鴻憲くん。卓球への探究心は底
知れず、目指す全国優勝も遠くはない。

▼
夏
真
っ
盛
り
と
な
り
、
今

年
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
い

て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
新
田

L
E
G
E
N
D
S
を
取
材
。
ど

ん
な
に
負
け
が
続
い
て
も
諦
め

な
か
っ
た
選
手
、
監
督
と
支
え

た
周
囲
の
人
た
ち
。
み
ん
な
熱

い
気
持
ち
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

「
あ
つ
さ
」も
悪
く
な
い
と
思
っ

た
（
及
川
）

▼
今
号
「
と
き
め
き
人
」
で
紹

介
し
た
中
田
町
の
阿
部
鴻
憲
く

ん
は
、
本
格
的
に
卓
球
を
始
め

て
わ
ず
か
１
年
余
り
で
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
ほ
ど
の
実
力

者
。
取
材
中
「
卓
球
を
す
る
の

が
楽
し
い
」
と
話
す
鴻
憲
く
ん

の
笑
顔
に
も
う
一
つ
強
さ
の
秘

密
を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。（
佐
藤
）

▼
市
内
で
は
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
。
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
み

な
が
ら
取
材
し
て
い
ま
す
。
広

報
の
仕
事
を
し
て
か
ら
、
見
る

ポ
イ
ン
ト
が
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
表
情
や
動

き
も
見
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
る
人
た

ち
の
一
瞬
も
記
録
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
田
代
）

Profi le
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